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１．はじめに

 本業務は、蒲田川流域の支川渓流において、河床土石の移動量及び経年的な河床の推移

を把握するため河川定期縦横断測量、距離標設置測量及び基準点測量を実施しました。

本稿では、労働災害防止のため取り組んだ安全対策について報告いたします。

２．業務概要

作業箇所：蒲田川支流（左俣谷、右俣谷、小鍋谷、外ヶ谷、足洗谷、割谷、白水谷）

作業内容：4 級基準点測量、距離標設置測量、河川定期縦断測量、河川定期横断測量 

作業位置図
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３．地元関係者への対応 

 作業範囲内には、新穂高温泉街・栃尾温泉街があります。観光客や地元住民との事故・

トラブルを避けるため、「案内状」を配布し、町内会長・温泉旅館及び観光協会への挨拶に

伺い作業説明を行いました。事故・トラブル等も無く作業を終えることができました。 

４．作業中止基準 
 現地は山地・渓流地帯であり、急な天候の変化による増水、土砂崩壊など自然条件に対

するリスクが伴う箇所です。作業計画時に作業中止基準を定め中止・撤退の判断基準とし

ました。また、現地は活火山（焼岳）の近くであり、作業中に噴火する可能性もあります。

気象庁のホームページ等より情報収集し、作業中止基準の判断資料としました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．安全会議 
 現地踏査開始前に、社内にて作業員全員で安全会議を実施し、前述した作業中止基準の

確認のほか、以下の内容について確認を行いました。 
①現地作業時は「TBM・KY 活動」を実施し、安全意識を高める。 
②ゲリラ豪雨など急な増水による土石流に備え、携帯端末の通信エリアにて、X バンドレ 
 ーダ・テレメータ雨量を閲覧する。 
③林道・主要道の道路脇に「測量中看板」を設置し、地元・工事関係者及び観光者へ作業 

            作業中止基準 



 中であることを周知する。 
④作業時は「身分証」を携行し「ヘルメット・救命胴衣・長靴又は渓流靴」を着用するほ 
 か、熊鈴・蜂スプレーを携行する。 
⑤急斜面部での作業は、親綱を張りハーネス・エイト環等を使用して転落事故を防ぐ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．現地踏査 
 現地踏査は常に２名以上で行い、絶対に単独作業にならないように気を付けました。踏

査の際は、平面図及びデジタルカメラを携行し、崩壊箇所や流れの速い流水部などの危険

な箇所を確認し、平面図上への記入及び写真撮影を行いました。また、万が一の災害に備

え、避難通路及び一時避難箇所を現地にて決定し、平面図上に記入しました。現地踏査完

了後、作業員全員に平面図と写真を配布し情報を共有しました。 

 
７．TBM・KY 活動 
 始業前には、事故・災害を未然に防ぐことを目的に「TBM・KY 活動」を行い、安全意

識を高めました。現地作業は、複数班体制で行いましたが、班毎に現地にて実施しました。 
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８．衛星携帯電話の使用 
 本業務では、深い山地での作業が多く携帯電話の 
通話エリア外となる場所があります。万が一事故が 
起こった場合、通話エリアまで移動していたのでは 
時間が掛かり過ぎてしまいます。よって通話エリア 
外でも迅速に連絡できるよう、衛星携帯電話を使用 
し緊急事態に備えました。幸い事故や災害はなく、 
緊急連絡に使用することはありませんでしたが、他 
の作業班や自社等との連絡に使用することができ、 
情報の交換・共有ができました。 

 
９．AED の常備 
 現場は深い山地であり、万が一事故が発生した場合、救急車の到着までには時間が掛か

ると思われます。救命率を少しでも上げるため、AED を移動車内に常備しました。また、

社員全員で事前に救命講習を受講し、AED の使用方法及び心肺蘇生法について訓練を受け

ました。今回 AED を使用することはありませんでしたが、救命講習を受講したことは、

今後の業務でも生かせると考えております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０．おわりに 
 本業務では、事故や災害もなく無事に現場作業を終える事ができました。しかし、たま

たま事故にならなかった行動もあり、安全対策の改善が必要だと感じております。今回の

経験を今後の安全対策に生かし、絶対に事故を起こさないよう気を付けていきます。 
 最後に、ご指導をいただきました神通川水系砂防事務所 調査課の皆様に深く感謝を申し

上げます。 

 

    衛星携帯電話使用状況 

      AED 常備状況         救命講習 


